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琉菜物処郡りサイクリング炭化処理.新糸材
東北大学上学博・1t(工第625号)学ル取得
東北火学送鉱製錬11r究所論師
東北大学選鉱製錬研究所助教授
H本鉄鋼協会岫・定基硯共同研究会韓小
ドイッ連1心共和廷1ケラウスタール上科ノ＼学
東北大学素材工学研究所助敦授
放送火学忽'城学習七ンターリP常剃城都Ⅲ
秋胴大学非常勤Ⅲ町師
日木学術振興会製銑第54委U会小務局長
放送大学客貝助敦授(筥城学習七ンター)
凶際資り京大学校非'常勒誥、師
東北大学多ル物質科学研究所助宇剣受
杁田大学非常勃「"帥
放送大学客貝手剣受(宮城学習七ンター)
東北大学倒際文化研究科敦授
小偶太原理工大学名券敦授
山形大学外市勤゛帥
来北去術1'科大学野常効講帥
一関局等上洋ン寺.門学校非常効i捌抽
所属学会
H木鉄鋼協会,化学工学会[1本工才、ルギー学会.Π本金輔学会.Π本エントロピー学会
商温学会, H本永材物性学会Ππ点業境学会,東北大学河際文化学会, R木刷学打会議
IEAGreenhous Gas R & D programme,1ron and steel soclety
所属クラスター
物質・材半トクラスター
客員研究貝
専門分野
鉄冶分学
研究課題
1 地チ太温暖化と瑳境朽染防止に関する矧際共河研究
2 廃桑物処哩・金属資源のリ汁イクリング技術の研究
3 所索材,新エネルギー製造の緋究
4.イ・1機廃交物の炭化処理プロセスの研究
5 利学教介・利学技術央の研究
弓リ亮工学.高i品反1心エテ
地王よ・環境クラスター.れ批紀人湖・社会クラスター
研究キーワート
地王鰯心暖化,斑境保全,国際共祠研究
新エネルギー,科学教育.科学技術史
報道俳斤聞X1999~2002年)
f中同・の銑鉄生産誇る111西省大気汚染防11・へ新システム,東北大学など研究グループi凋
査村害物質再利則も」河北1斤打1,1999年11j・j110
「Ⅱ」西省の環境浄化斗L化大学プロジェクトチー'、が矮助」日小友好新削,2000年け125Π
「東北大中田の地城Ⅲj発に恊力. 111西省嵐県と介1な釧、上業・膿業分野で」朝H新削
2001年7 1124n
「 小 国 の 火 学 と 共 同 研 究 へ 東 北 大 が 酸 性 雨 な ど 」 朝 Π 祈 開 . 2 0 侃 年 7 打 2 7 Π
隣 U ヒ 人 中 国 側 と 共 同 研 究  1 1 1 西 省 の 製 鉄 所 ぱ い 燥 で の 大 気 汚 染 対 条 」 帆 Π 折 削 , 2 0 侃 午
8 牙 9 H
諭 地 」 、 中 国 ・ 山 西 省 の 環 境 汚 染 元 留 学 生 ら と 共 同 研 究 、 1  河 北 新 縦 , 2 0 0 2 年  l j 打 3 Π
「 山 四 省 の 環 境 浄 化 に 恊 力 東 北 大 で 研 究 発 呈 U  日 小 友 力 ・ f 新 剛 . 2 0 0 2 年 3  刀  5 日
「 Π 木 河 越 え る 大 気 汚 染 印 " 訓 H ] 家 が 共 刈 行 動 へ 」 日 小 河 交 3 0 周 年 . 第 4 都 み ら い 共 同 通
偏 朴 が 「 1 小 河 交 3 0 発 , 1 年 " 条 と し て 各 紙 に 配 仁 L た . 例 え ぱ , ル 1 形 新 朋 ( 2 0 0 2 午 9 月 2 5 H )
中 部 経 済 新 開 他 0 0 2 年 9  刀 2 3 E D , 日 木 海 お i 聞 ( 2 0 0 2 年 9  乃 1 9 日 ) な と
「 札 五 安 会 見 Π 本 客 人 」 .  1 1 1 西 { ・ 1 蛾  2 0 0 2 年 1 0 l j  9  ! 、 1
( テ レ ビ ) ( 1 9 9 3 ~ 1 9 9 4 年 )
「 ジ ャ ン プ ア ッ プ 仙 台 」 仙 f f 市 広 帳 課 企 脚 . ミ ャ ギ テ レ ビ 制 作
1 ) 「 な そ の 製 " ミ 炉 跡 一 市 内 で も 鉄 が 作 ら れ て い た ー 」 1 9 9 3 年 3  村  6  Π
2 ) 汗 砂 密 は 炭 に あ っ た 一 炭 作 り は 窯 仟 り か ら ー 』 1 9 9 3 年 3  村 1 3 Π
3 ) 「 砂 釧 、 か ら " 、 を 作 る 一 古 代 の 製 " ミ 炉 完 成 一 」 1 9 9 3 年 3  打 2 0 [ 1
4 ) 「 熊 る 占 代 の 全 1 、 一 製 " 、 に チ ャ レ ン ジ ー 」 1 9 暢 年 3  上 1 2 7 日
「 ぽ く ら の 製 鉄 所 』 . 東 北 放 込 テ レ ビ ( 1 - 1 木 テ レ 田 制 竹  1 9 9 4 午  3  冴
特 許
( 登 録 済 )
「 冶 金 原 料 " ン 伏 試 験 袈 糧 」 . 特 ' n ' 番 ・ 号 1 2 3 6 4 1 8 , 1 9 8 4 午  6 月 登 録
峨 { ・ 一 郎 . 商 1 防 禮 三 郎 , 照 J I ・ 敏 1 辨
( 出 願 中 )
「 炭 化 共 羅 に よ り 炭 糸 化 し た 材 朴 を 燃 本 1 と す る 撃 型 シ ャ フ ト , キ ュ ポ ラ 島 炉 . 溶 融 炉 」 ,
牛 丁 願 平 1 0 - 3 4 4 8 3 3 , 1 9 9 8 年 3  打 出 願 , 発 明 X  : 式 肺 昂 隈 二 鄭 . 他
「 多 段 の 熱 分 解 炭 化 の 但 1 品 と 移 動 と の 装 羅 と 溶 融 ガ ス 化 な ど の 山 濁 ' 暁 品 と 移 動 と の 共 椴 か ら
な る 処 公 〒 〒 剛 の 熱 分 緋 炭 化 法 と 溶 触 還 元 方 U ; 」 , 竹 願 平 1 0 - 3 5 9 9 9 1 , 1 9 9 8 年 3  " 出 願 , 発
明 者 吊 H 喬 禮 . 丁 1 那 , 他
学 術 受 賞 臼 9 7 8 ~ 2 0 0 7 年 )
金 属 研 究 助 成 会 奨 励 賞 ( ( 則 ) 金 1 " 研 究 助 成 会 ) 1 9 7 8 イ 1
日 木 " ' 捌 協 会 1 1 1 1 岡 賞  U J 木 鉄 鋼 協 会 )  1 9 9 3 仟
日 本 鉄 鋼 協 会 西 山 ' 念 賞 加 本 鉄 鋼 協 会 ) 1 9 9 4 年
口 木 鉄 錨 協 会 俵 論 文 賞  q ] 木 " 飢 4 恊 会 ) 1 9 9 7 年
中 田 太 原 到 ! 工 大 学 机 誉 敦 1 妾  2 0 0 2 イ に 1 0 H  9 0
牡 会 に お け る 活 動 ( 2 0 0 1 ~ 2 0 0 4 年 )
( 東 北 大 学 出 前 授 業 )
第 1 回 細 前 授 業 浮 戈 室 で 炭 焼 き に 挑 戦 」 仙 介 市 寸 実 沢 小 学 校 , 2 0 0 1 年 1 0 月 3 0 H
第 2  師 1 剛 前 1 泛 業 「 敦 * で 炭 焼 き に 挑 伐 」 仙 台 市 立 北 片 ・ H 1 1 小 学 校 , 2 0 0 2 年 1 0 河 2 8 民
第 3  回 W . 前 授 業 「 教 室 で 炭 焼 き に 挑 戦 _ 1  仙 台 市 立 杁 保 中 学 校 , 2 0 0 3 年 1 1 月 Ⅱ 日
第 4  同 剛 前 授 業 「 敦 室 で 炭 焼 き に 挑 靴 」 仙 台 市 立 北 小 1 1 1 小 学 校 . 2 0 0 4 年 1 1 月 1 6 R
発 明 者 . 大 森 康 男 . 八 木
( 東 北 大 学 公 開 講 座 )
平 成 1 6 年 度 高 校 生 の た め の 東 北 ソ 、 学 公 開 ' 座 仟 1 デ 論 」 ( 東 北 火 学 削 内 キ ャ ン パ ス )
① も の づ く り の 科 学 と 1 学  W " , 奮 禮 二 a 扮  2 0 0 4 午  8  打  5  H , 6  Π
② ゴ ミ か ら 見 た 環 境 干 1 ・ 学 ( 劉 庭 秀 ) 2 0 0 4 午  8  打  9 日  1 0 0
③学ぶこととは何か(高橘禮三郎)2004年8月Ⅱ口
(環境監査委員)
冨城生協環""t査委貝会
筥城生恊環境1諮杏委貝会
宮'力曵ⅡIU捗業むU皖査枩貝会
宮城生恊環境監査委兵会
仕也域活動・環境NG0活動)
MELON ・宋北大学学際七ンター公開シンポジウ'、1、地球環境問題と同際協力J
部1演「なぜ.寸・,同辻1西省の製鉄業と環境問題なのか?」U帛宝山.高倫禮寸剣D
場所.フ"レスト仙台.20侃午12打15H
放送大学公開講座(筥城学習七ンター)詣演「鉄が人問を創る一巾字生によるたたら製鉄
実験学習一」,2002年8 j、131Π
たたら製鉄復元実験への技術指導,宮"以fιメL森町予南,2(川3年6jJ29H
自然俳如類舌動グループ「をJ成拘然の学校J への汁ケ炭姚き」災」也指導(松鳥ⅢD 20船午、8
月23日.24日
放込大学課夕村妾業(宮城学習七ンタ→講設「ものづくりの利学と工学」.2003午9打 6U
宮城喋商敦組柴刈支部敦育研究染会(付Ⅱ1高1劇講海「木炭の効j1羽,20船年Ⅱ乃22H
たたら製鉄復元実験への技術1膨9,宮城県丸森1町1介「打、 2004午 1 打18H
たたら製鉄復元実験への技術指心,宮城県丸森町笵「1」,2004年4 河180
平成16年度高等教育ネットワークル見代社会を々、、きる」(放送ノ＼学・宮城学習七ンター),講
祓圷なぜ」を入Ujに,そこから手1学」一木炭の効用と炭焼き技術の新展捌一,2004午10
1・}23 H
委員
Ξ1三fl
委f1士と
委員長
2001年4 fj -2002年3 打
2(川2年4 打一2003年3 "
20船年4 打一2004年3 "
2004午41」-2005年3 刀
科学研究費補助金獲得実績(文科省・学振・民間財団X1997~2006年)
Π産芋オ打科学振興財団河外共同研究(代喪:高イ'碑一.郎) 1997午4 "-1998午3月「現
境保全に関する口木と中1」、1の効釆的技術移,怯」,400万刈
科学研究些基盤研究B (代表商恬膿一1郎).1998午4月一1999年3円.「寸嘔1の環境保全
に関するH本からの効果的技倆移転の研究」,1300万円
(川)金属材料研究開発七ンターqRCM)共同研究什L表.高イ禽鴫三郎),1998年4月
20促午、3 阿「省エネルギー型分属ダスト1司生技術の開4剃,2400/j円
東北人学学際11学研究七ンタープログラム何1究(分担X代太大村牙り,2001年4打一20鳴
年3打,汀業境保全とクリーンエネルギーの隠発・普及に関する技術的・社会経済的条利
の鰯川」」,2800万円
NEDo q折エネルギー開発機構)共・同尖施等惟述厶1、礎謝査(分判X代表野村絵研,20船
年41]-2004年3 村.「小国山西省におけるコークス炉の近代化及びガス回収事業付加」
(分担) 3000万ドj
トヨタ則長12003午唆アジア隣人ネットワーク助成 qL表.,噺1■禮二1!扮,20脇年10"-2005
年9ナ」「越境嬰嘔業境汚染防止のための1_1「川俳究協カネットワークの構染」,550万円
学際科学住1際尚等研究七ンタープロジェクト研究B (分担X代表'大村泉),2(川4年4刃
2006年3 打,「小倒における CDM゛i・及に向けての学際的研究」,1500万円

1.著書
1. Environmental problems in chmese lron・steelmakmg lndustnes and E丘ective
Techn010舒 Transfer (監修),東北大学出版会,1SBN4-925085-30-1 C3057,2000
年3月,全128典
Ⅱ録オ只
(1970~20備臼り
Ⅱ.論文
1.ウスタイトまで予備遂允した酸化鉄ぺレットの水素巡兀反応速度{八木}順一郎,
火森康男と共著)、東北大学逃鉱製錬研究所粲報,第26巻,第2号、 1970年12
牙,83-944i
2.酸化鉄ぺレットの水素遡元における熱と物質の移動(八木順一郎,火霜J隶男と
共茗り東北火学選鉱製錬研究所粂蝦、第27巻第1・ 2号,1971年6河,
175-186頁
3.非等温固定層による非触媒反}心捕寸乍のシミュレーション(八木狐一郎,大森
康男と共著),東北大学選鉱婁U束研究所粂縦,第27巻,第 1' 2 号,1971年6
月,187-196頁
4.等温圖定層による酸化鉄ぺレットの述元プロ七スの研究{八木}順'1耶,ブN条
康男と共芸り,鉄と鋼,第57年,第 9・ぢ',1971年10月,1453-1460貝
5.餓化鉄ぺレットの水素還ノt反応速度(八木1噸一1耶,大森康男と共碧・),鉄と鋼,
第57巻,第10号、 1971年101],1597-1605頁
6.鉄鉱石類の還元強座試験法に関する研究(第卜服ン焼結釧、の巡元強度試験(照井
敏勝,八木順一郎.大森康男と共著).東北大学選鉱製錺刑仔Z所粂級,第29巻,
第 1号、 1973年6 珂,37-49頁
フ. process simulation of Nonisothermal Fixed Bed for Noncatalytic Reaction q. Ya即,
R. Ta1ζahashi, Y omori と,」ξ著), Transactions of the lron and stee11nstitute of
Japan, V01.14,1974年1 河、 17-25頁
8. Heat and Mass Transfer in the Reduction oflron oxlde peⅡet wlth Hydrogen
(J. Ya即, Y. omori と共著). Transactions of the lron and stee] 1nstitute of Japan,
V01.14,1974年1 上」 26-33頁
1
?
29 . 餓 化 鉄 ぺ レ ッ ト の 水 素 還 元 に お け る ガ ス 側 物 質 移 動 係 数 の 評 価 ( 八 木 順 一 郎 ,
大 森 康 男 と 共 著 ) , 東 北 大 学 選 鉱 婁 暫 東 研 究 所 粂 蝦 , 第 3 0 巻 , 第 2 号 , 1 9 7 4 年 1 2
月 , 1 0 9 - 1 1 7 頁
1 0 . 還 元 し た 酸 化 鉄 ぺ レ ッ ト の 有 効 拡 散 係 数 の 高 温 に お け る 直 接 測 定 ( 可 児 明 ,
八 木 順 一 郎 , 大 森 康 男 と 共 巷 ヲ 、 東 北 大 学 選 鉱 製 釧 所 升 究 所 粂 縦 , 第 3 1 巻 , 第 2
号 , 1 9 7 5 午 1 2 月 9 8 - 1 0 8 頁
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